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17年前、私はビキニデーの行事に初めて参加しました。それが、私に大きな鼓舞と激励を与えてくれた日本の平和運動との、真剣で、長きに渡る、素晴らしい協同の始まりとなったのでした。私は日本原水協と日本の平和と正義を求める運動のみなさんの友情と連帯にたいして感謝するとともに、何よりも、世界のこの地域で平和と核兵器廃絶を目指して続けられているたたかいを学ぶ機会を与えてくださったことに、感謝をおくります。

それから起こった多くの重要な出来事が私たちを奮い立たせ、鍛えてくれました。歴史的な事件は私たちに闘い続ける理由と教訓を与えてくれました。そしてこれまで私たちが共に立ち会った歴史的な瞬間は、私たち全員を結びつけ、世界の平和と正義を求める共通の闘いで団結すれば大きな力を発揮できるという希望と確信を与えてくれました。

私たちの努力が無駄ではなかったことを証明するいくつかの歴史的な出来事を簡単に振り返ってみましょう。途中で失敗や誤りがあったとしても勝利を勝ち取ってきたのです。私は今でも、アメリカとの基地協定を否決しアジア最大の米軍基地閉鎖をもたらした歴史的なフィリピン議会の決定を、鮮やかに思い出すことができます。プエルトリコ・ビエケス島の平和を愛する人々のたたかいの勝利を思うと、今も涙が出てきます。フランスが太平洋での核実験中止を決定したときの喜び。韓国、沖縄、日本、グアム、ハワイのカパアイナ、エクアドル、イラクなど世界の地で続くたたかいに、私たちは連帯を続けます。特別に強調したいのは、沖縄と、韓国のピョンテクの人々の闘いです。現在困難な状況に直面している彼らのたたかいには、私たちの連帯と支援が非常に求められています。

アメリカの帝国主義的侵略戦争と世界支配戦略に対して、平和と正義を求めるグローバルな運動が大きく発展して立ち向かっています。社会運動の無数のイニシアチブを結集する道が多く存在し、世界社会フォーラム、基地反対キャンペーン、反グローバリゼーション運動、その他数多くのイニシアチブを通じて行われています。アメリカのイラク侵攻後、真にダイナミックで献身的な平和と正義の運動が、帝国アメリカの心臓部で発展しつつあることに私たちは力づけられています。この帝国を打ち破り、平和と核兵器廃絶を達成するためには、それがカギとなるからです。

もっと具体的に、フィリピンでの状況をお話しさせてください。今回、ビキニデー参加準備のさなかに、アロヨ大統領は無期限の「国家非常事態」宣言を発令しました。マルコスの14年間の独裁政治を「ピープル・パワー」の蜂起で打倒してから20周年を祝賀するまさにその週に発令されたこの大統領令は、警察と軍隊に、国家の「敵」を無力化するために必要なことは何でもやってよいという権限を与え、あらゆる抗議集会を禁止し、マスコミには発行停止の脅迫を行うものです。フィリピンを事実上の戒厳令下に置いたアロヨ大統領は、フィリピンが20年前に終わらせたまさにそのものを復活させたのです。

社会運動や大衆組織のメンバー約一万人が大統領の命令に抗してマニラの繁華街の大通りを行進しました。集会は暴力的に解散させられ、警察は年少者を含む少なくとも100人近い人々を殴打し、逮捕してマニラ市内の数箇所に拘束しました。

逮捕された人々のほとんどがやがて釈放されたのは、政府が「非常事態」がそれほどひどいものではないと描き出したかったからかもしれません。しかしこれはフィリピン国内で強まりつつある抑圧の一面でしかありません。非常事態宣言が発令される前ですら、33人の活動家が、おそらくは軍の手先か準軍事グループの手ですでに殺害されたのです。警察は日常的に街頭の抗議行動参加者に暴力を振るっていました。

非常事態宣言が発令されたことで、今回の大量逮捕は、フィリピン国内でのより大規模な弾圧、市民的自由の大幅な制限、よりひどい人権侵害の先駆けに過ぎなくなるかもしれません。昨日はある新聞社が家宅捜索され、国会議員が一人逮捕されました。数日のうちに何が起こるのか心配です。これら最新の事態をみると、違法な政権は武力でしか支配しようとしないものだということは明らかです。アロヨ政権が必死に権力にしがみつこうとするほど、その行動はより野蛮になっていくことでしょう。

この野蛮な行為を受ける側の私たちは、みなさんの支援と連帯に期待を寄せています。その私たちもまた、イラク、パレスチナ他の世界の被占領地や独裁政権の下に置かれた人々への連帯を続けます。

「非常事態」宣言は、昨年6月以来、選挙での不正と腐敗の追及を受けてきた政府による最近のあがきに過ぎません。しかし、今危機に瀕しているのはアロヨ政権だけではありません。自由民主主義の枠組みのもとでエリート支配層を権力に定着させてきた1986年以降の政治システム全体が、今や疑問視されているのです。実際、アロヨ政権に反対する勢力は、このシステム自体は延命させたいと願う者たちと、「ピープル・パワー」の真の意味をはっきりと示したい私たちとに分かれています。

フィリピンの反基地運動が特に懸念しているのは、現在交渉が行われている米比間の新たな軍事防衛協定です。協定賛成派は、両国間の協力と防衛を強化するために必要な調整を行う必要がある、と言っています。米軍によるフィリピン軍事施設の使用の拡大、駐留、兵站支援などです。米軍施設をまたフィリピン領土に置くということなのでしょうか。その必要はなさそうです。フィリピン全土が（日本と同じく）事実上アメリカが自由に行動できる土地となっているからです。

今日、フィリピンの女性たちは怒り、正義を求めて立ち上がっています！

昨年11月1日の夜、22歳の女性が、一人の男に車の中でレイプされました。その間、その男の友人たち5人は彼をあおりたてました。「スミス、そうだ、行け！」という声が車の中から聞こえたといいます。数時間後、彼女は「まるでブタのように」手足をつかまれて車から路上に放り出されました。彼女はTシャツと、コンドームが張り付いた下着しか身に着けていませんでした。

この事件は、フィリピン国民が「もうたくさんだ」の声を上げて撤去させた1992年まで米軍基地が置かれていたオロンガポ市のスービックで起こりました。その夜起こったのは集団レイプでした。実際に彼女の体を犯した男は一人だけだったとしても、残り5人が進んでサディステックに彼をはやし立てて全面的に強姦を幇助したというのは、集団レイプにほかなりません。

この男たちは米兵でした。4000人の米兵がそのころ、対テロ軍事演習のために数週間に渡ってフィリピンに駐留していたのです。

 

この事件はアメリカ植民地支配の時代の苦難の記憶を呼び起こすものでした。「現地人」女性たちはレイプされ、酷使されましたが、植民者たちはそれは特権の一部だとしか考えていませんでした。だからこそ、この6人の米兵たちは、被害者女性の体から証拠を取り去っておくこともしなかったのです。昔と同じ、罰せられるはずがないと考えたのでしょう。

 

明白な犯罪の証拠が発見され、フィリピンの裁判所が逮捕礼状を出したにもかかわらず、アメリカ政府は訪問米軍協定の条項をたてに、公式の容疑者拘束要請をはねつけました。米兵6人のうち2人は何事もなく所属していた沖縄の部隊へと帰還が許され、残り4人はアメリカ政府の庇護の下にあります。現在フィリピンでは、大きな国民の怒りが噴出しています。特に女性は被害者の闘いを自らのものと感じて立ち上がっています。一個人の問題がいまや政治的問題となったのです。記録によると、米軍基地協定が失効するまでのあいだに、フィリピンに駐留していた米兵による女性への性的暴行は82件（16歳以上）で、子供に対する性的暴行は15件起こっています。

この記録に残っているフィリピン女性へのレイプ事件のうち、逮捕あるいは起訴された米兵はただの一人もいません。オロンガポだけでも、レイプ容疑をかけられて放免されたアメリカ人のケースは3000件あります。これはフィリピンに限った話ではありません。同様の女性やこどもに対するレイプや性的暴行は、米兵が駐留している韓国で、日本で、沖縄そのほかの場所でも起きているのです。
 

オロンガポでのレイプ事件以降、進歩的な女性のグループが、レイプ被害者に対する正義の回復を求めて声を上げ続けています。アメリカは、非常にアメリカに有利に偏っているVFA（訪問米軍協定）を発動させました。これには他にももっと問題のある条項が含まれています。フィリピンを出国したあと米軍要員はパスポートやビザの規則を免除される、フィリピン側は第一次裁判権を放棄せねばならない、フィリピン側は要求があれば容疑者を米軍に引き渡さねばならない、フィリピン人の財産への損害賠償請求権の放棄、などです。

容疑者の米兵をフィリピン当局の手の届かないところに置くことで、アメリカはフィリピンの法律をあざけり、フィリピンの主権を踏みにじっています。米兵を拘束することもできず、犯人の引渡しを求めることもしないフィリピン政府は、自国民を守り自国領土内の法律を執行する意志も能力もないことをさらけ出しています。

VFAは、相互兵站支援協定、相互防衛協定とともに、フィリピンとアメリカの軍事同盟という文脈のなかででっちあげられたものです。米軍のフィリピン国内での訓練と配備を許すことで、フィリピンは、アメリカによる世界のほかの地域への侵略、占領、介入の共犯者となっています。この軍事同盟によりフィリピンは、アメリカの帝国主義的侵略戦争と支配戦略に共謀しているのです。

もともとVFAはアメリカが自らの軍隊を超法規的存在に置くために押し付けたものであり、アメリカから政治的・軍事的・経済的報酬を得るためにはフィリピン国民の利益を犠牲にすることをためらわないような政府によって受け入れられたものなのです。

フィリピン領土への米軍の配備そのものが、法律違反であり、フィリピン国民にとって危険なことなのです。米軍のプレゼンスは、売春女性への需要を増加させ、兵士たちのフィリピン女性への人種差別的・性差別的な態度は、女性にたいする暴力の土壌を作り出しています。彼らによるフィリピン女性への搾取の結果、3万人のアメリカ人混血児が生み出され、虐待され放置されています。合同訓練演習という覆面を借りたフィリピン軍との合同演習を通じて、アメリカはフィリピン内政に介入しており、そのこと自体がフィリピンの主権に対するあからさまな侵害です。

フィリピン国民、女性、国の主権に対する犯罪に前例があることを忘れるわけにはいきません。100年前の3月6日、1000人にのぼるフィリピンのイスラム教徒男女、子供たちが、ジョロにあるブド・ダフーの死火山の火口で、虐殺されたのです。ここは現在米軍が軍事演習を行っている地域です。ブド・ダフーの虐殺を行ったのはアメリカ帝国軍で、フィリピン人の武力抵抗を鎮圧するための帝国主義的戦争のなかで、1899年、誕生しつつあったフィリピン共和国を暴力的に併合したのでした。この野蛮な戦争は、1913年、ジョロのブド・バグサクで、さらにフィリピン人イスラム教徒の大虐殺が起こるまで10年以上続きました。

フィリピンに置かれていた米軍基地が閉鎖されたあと、米軍が残していった有害廃棄物による犠牲者と被害者が何千人も生まれています。今日に至るもアメリカは、スービックとクラークの米軍基地跡地の汚染除去の責任を否定し続け、環境的正義を求める被害者たちへの賠償も拒否しています。

この2月3日、比米戦争記念日の前夜、私たちの闘いの継続を想起する機会にふさわしく、「VFA（訪問米軍協定）破棄を！キャンペーン」が開始されました。この「VFA破棄を！キャンペーン」には、幅広い社会運動体、政治団体、労働組合、女性グループ、人権団体、NGO、学生組織、宗教団体、憂慮する個人が結集して、フィリピンとアメリカの間の関係を根本的に変えることを要求しています。

最後に、アロヨ政権によるフィリピン憲法改定を目指す最近の動きについてお話しします。このご都合主義のイニシアチブは、フィリピンの政治、経済、主権、歴史的財産、国民の市民的自由全体にわたって非常に差し迫った意味合いを持っています。


改憲は現在の経済的政治的危機への解決法としてさかんに売り込まれています。政府は、まさに「離陸しようとしている」国にとって、改憲は必要条件だとしています。


しかしこの改憲提案が打ち上げた約束や幻想を一皮むけば、違法な体制を権力に居座らせ、わが国の経済と歴史的財産を際限なく外国資本の搾取と収奪に明け渡し、国の主権をさらにおとしめ、すでに制限され脆弱な憲法上の人権や市民的自由に関する条項を脅かそうとする、邪悪で独善的な狙いが見えてきます。


改憲提案のうち論議と反対を呼びそうな内容は次の通りです。


a.  2007年の総選挙を延期し、選出議員の任期制限を撤廃して、アロヨ大統領を暫定的に2010年まで元首にとどめる。

b.  100％外資企業がフィリピン領土の土地を所有し、天然資源、公共事業、教育機関、マスメディアまで運営できるようにする。

c.　市民的自由についての条項を撤廃あるいは修正する。

d.　大統領の戒厳令権限を制限する条項を撤廃する。

e.　核兵器と外国軍隊に関する条項を撤廃あるいは修正する。

憲法改定は、間違いなく国を後退させる処方箋です。なぜならそれは、それなしでは欠陥となるこの憲法に残されたわずかな積極的条項をなくしてしまうからです。この国はさらに悪い方向に進むでしょう。改憲はフィリピンを直接植民地統治と戒厳令、米軍基地と終身独裁者の時代へと引き戻すことになるでしょう。

憲法改定は、フィリピンをますます外国の搾取と収奪に明け渡すことになるでしょう。

政府の形態については議論があるでしょうが、改憲派はみな経済の自由化に向けた条項で一致しています。憲法改定協議委員会の報告書や憲法修正に関する下院委員会の提案では、外国企業は、工業・商業・居住のために土地を所有することが許されるとなっています。また公有地を議会が定めた期間賃借することも許されます。
 
これらの特権はフィリピン国民が自国の資源を国の利益のために開発する優先権を持つ、という観点から、かつてはフィリピン国民だけに留保されてきたものです。


自由化に関する条項は、農村での土地を所有できない農民の状況をさらに悪化させ、土地利用の転換を未曾有の規模で進め、外国企業によるフィリピンの天然資源の採掘と搾取を進め、食料供給の不安定化と環境破壊を招くでしょう。フィリピン国民は自国の資源を自国の利益のために使う権利を奪われます。大規模多国籍企業に太刀打ちできない地場産業や農業もまた破壊されるでしょう。


憲法改定はまた、土地基本法を、1995年採鉱法や電力産業改革法など外国企業による天然資源の採掘を許し論議をよんでいる他の法律の内容に合わせることになるでしょう。


営業免許にかんする国籍制限も撤廃されるでしょう。これにより外国企業は電力、水道、電信、運輸など重要な公共企業の経営権を買い取ることができるようになります。


外国企業はまた、広告、マスメディア、教育機関などを支配できるようになり、全体として植民地的傾向のあるフィリピン文化が強まるでしょう。マスメディアや広告を通じて、フィリピンの消費者は帝国主義的グローバリゼーションとその産物をより受け入れやすくなるでしょう。外国企業はまた、特定の問題や行事についての世論を操作しやすくなり、フィリピンの国内・内政問題への影響力を強めることができるようになります。

憲法改定推進派は、経済の自由化がより多くの外国投資をひき付ける手段であり、経済成長のエンジンとなると喧伝しています。これは、外国投資が増加した時期でさえ経済は低成長にとどまり失業率は高いままだったという事実を覆い隠すものです。外国投資が雇用を生むと言われていますが、帝国主義的グローバル化と経済の自由化はまた地場産業と農業を破壊します。外国直接投資はまた、利益が100パーセント親会社へと還流することを意味します。投機的投資や債務支払いですでに利益が吸い上げられた上にこれが起こるのです。
 
憲法改定は、市民的自由を侵害し、基本的自由を制限し、政府に戒厳令を公布する膨大な権力を与えるものです。


さらに、改憲勢力は、戒厳令発令にあらたな口実を導入しました。「暴動あるいはその差し迫った危険」というものです。このような間口の広い定義では、「不安定化」の恐れや「ピープル・パワー」ですら、戒厳令発令の口実に使われかねません。
 
憲法改定は核兵器と外国軍および基地を禁じた現行の憲法条項を撤廃してしまうでしょう。


この提案は、米軍基地復活への法的障害を事実上なくすものであり、VFA（訪問米軍協定）とMLSA（相互兵站支援協定）の条項と憲法の間の相違をなくして調和させるものです。この二つの協定はすでに、両国が批准した公式の協定はないものの、フィリピンへの米兵の駐留と米軍施設配置へ法的枠組みを与えており、1991年の基地条約拒否で得られた成果を台無しにしてしまいました。

VFAに関する現在の状況とスービックでのレイプ事件に照らしてみれば、これら重要な憲法上の制限を撤廃することは、フィリピンを、大量破壊兵器で武装した無制限の人数の外国軍隊が国内に無期限に駐留するという危険にさらすことになるでしょう。

フィリピンの平和と正義を求める運動は、フィリピンの非核憲法を掲げ、守るためにがんばっています。日本国憲法の第9条と同じように、フィリピン憲法は重要な歴史的ルーツと意味を持っています。それは平和と核兵器廃絶と、国の自由と民主主義のたたかいへの誓いなのです。

今年、私は、みなさんから学ぶだけでなく、特に、若い世代の人々の声に耳を傾けたいと思っています。青年は、平和で核兵器のない世界のためのたゆまぬ努力をつづける平和運動の私たちにとっての希望です。人々に、ことに青年に情報を与え啓蒙するという努力を続けることは、今も私たちの活動の優先課題です。それが、活き活きとして力強く献身的な平和運動をあらゆるところで発展させるための唯一の保証だからです。

今日私たちは、フィリピン国土への引き続くアメリカの軍事介入に立ち向かっています。私たちはみな、同じ体験とたたかいを共有しています。自国を核兵器と基地のない国にしたいという同じビジョンを共有しています。私たちのこの経験とたたかいは、60年前、ヒロシマとナガサキで倒れた被爆者、ビキニで、マーシャル諸島で、太平洋の他の地で行われた核実験で命を落とした人々、そして核大国の火遊びの惨禍でいまなお苦しむ人々の、核兵器廃絶の勇気あるたたかいに報いることです。最後にみなさん、太平洋人民にとって偉大な指導者でありインスピレーションであったジャン・マリー・ティバウの言葉「核のない太平洋を作ることはわれわれの責任であり、われわれが生き、自らの命を守るためにこの問題に取り組まねばならない」との呼びかけに応えようではありませんか。
今日ここに皆さんとともに集うことができて光栄です。お互いから学びあい、鼓舞し合い、熱い連帯と、平和と核兵器廃絶への希望と献身のために、力とエネルギーを与え合いましょう。
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